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事業展開に必要な人材の計画的獲得および
安定的採用確保と社員育成方針の確立等 三重県伊賀市

1972
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年

名

各種ジャバラ製造・販売 ( 機能的なカバー
全般・環境形成向上製品 )

金融機関に長年勤務してきましたが、60 才を前にし
て頑張っているけれども人材不足に悩んでいる中堅・
中小企業において能力、知識を活かせる機会があれ
ば、と考えていました。社長と常務にお会いし、求
められている人物像に自分の経験、知見を活かせる
ことと、自分に対する熱い期待を感じ決断しました。
人事総務は会社の根幹でもあり、舵取りの難しい仕
事ですが、次の 50 年を見据えて守るところは守り、
変えるべきところは変える、精神で頑張って行きた
いと思います。

吉田氏の入社後、管理職を重点的に採用しました。
その後各職場で必要な人材を採用し、必要とされる
ポジションの人材を獲得することができました。ま
た、大学や高等専門学校との連携にも力を入れるこ
とで、従来以上に質の高い人材の確保も安定してで
きるようになりました。

創立 50 周年を控え、会社の組織的な変革が必要
となり、人事総務管理の強化の必要性から、プロ
フェッショナル人材戦略拠点に相談しました。産
業支援センターの浅田氏に面談を申し込み、ご説
明を受け、求める人材像を相談、支援を受け、今
回の吉田氏の採用に繋がりました。人事の核とな
る人材を得たことで、組織的な弱点を積極的に補
強する体制が出来ました。メンバーシップ型の新
卒者の幅を高校生中心から高等専門学校、大学、
大学院に範囲を広げ、具体的な仕事を想定するジョ
ブ型の中途採用者も要求事項を明確に募集してい
ます。人材育成の目標も明確にし、遣り甲斐のあ
る組織強化を目指しています。

金融機関財務部門、子会社人事総務部長主な経歴：

代表取締役社長

役職名： 総務部長

吉田 篤弘 氏

年　齢： 62 歳
家族構成： 妻、娘、母
出身地： 還流ルート：--- I ターン
業務遂行手段： ---

当社はカメラの蛇腹の技術を核に、同心円状に拡大し「ジャバラ」世界一企業としてグローバルブランドの確
立を目指しています。目標を達成するためには、役員以外の人材を育成する必要がありました。さらに細かく
見ていくと、部署毎に知見面での強弱もあることから、経験豊富な人材を外部から採用し補強することが必要
でした。人材育成の面では、育成のメルクマールが明確化されていない状態で、社員が何年経ったら、どのレ
ベルに達しているかを明確化することにより、社員自身が志と自覚を持って業務に取組める環境づくりが課題
でした。先ずは組織管理の要となる人材を確保し、人事管理・育成管理体制の充実を考えました。

将来を見据えた適材適所の人材補強および人材育成

これまで役員が中心となり会社を牽引してきましたが、世代交替を見据えると、早急な人材補強および人材育
成の強化が必要であり、経営面でもアドバイスをできる方が必要でした。何名かと面談しましたが、吉田氏は
大手の金融機関で人事総務に従事し、また、中堅・中小企業へ貢献したいという強い思いがあり、経験豊富で
信頼できる方なので、採用しました。吉田氏に人材補強、採用計画立案、社員がスキルアップできる機会と環
境作りなど、人事方針の策定と実行を託しました。

会社発展のためのインフラ構築

吉田氏にはまず、会社創業から大切にしているものを伝えた上で、現在の課題について議論をしました。
コロナ禍で会社の業績が不安定な局面でしたが、積極的に中途採用を行い、管理職を中心に５人採用する等、
組織として足りない部分の補充を計画的に実行できました。さらに今まで部門間の配置転換がほとんど行われ
てきていなかった中、適材適所を進める意味で、３年以上の経験者は配置転換を可能とし、その希望が出せる
仕組みを構築・実行してもらいました。人材育成面では、10 年間で一人前になるというメルクマールを作成し、
新たに導入した目標管理制度に取り入れることによって社員一人ひとりにわかりやすく育成の方向を示せるこ
とができました。

人事方針の決定・実行 ( 人材確保や育成環境整備等 )

永井 規夫 氏

株式会社ナベル46 三重県


